
　
荒
町
の
初
代
屋
台
は
江
戸
時

代
後
期
の
作
で
、
製
作
年
代
は

不
明
で
す
。

　
黒
漆
塗
り
の
柱
や
金
箔
の
金

具
の
中
に
、
色
鮮
や
か
に
染
め

抜
か
れ
た
十
二
支
の
彫
刻
が
取

り
付
け
ら
れ
、
威
光
を
放
ち
ま

す
。
屋
根
の
中
央
に
立
つ
龍
と

玉
、
４
枚
の
緞
子
に
は
、
那
須

与
一
と
扇
の
的
の
刺
繍
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
お
囃
子
は
神
田
五
段
囃
子
荒

和
志
流
・
荒
和
志
会
が
奏
で
ま

す
。

あ　

ら　
　
　

ま　

ち

光
り
輝
く
玉
、
鮮
や
か
な
彫
刻

　

大
久
保
町
の
初
代
の
屋
台

は
、
１
８
６
０（
万
延
元
）年
に

建
造
さ
れ
ま
し
た
。

　
屋
根
の
上
に
は
、
１
５
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
、
軍
配
を

か
ざ
し
た
仙
人
の
彫
刻
が
あ
り

ま
す
。

　
「
桐
に
鳳
凰
」と
い
う
栃
木
県

内
で
も
貴
重
な
構
図
の
彫
り
物

の
上
に
座
す
こ
の
仙
人
は
梅
福

仙
人
と
呼
ば
れ
る
仙
人
で
、
と

て
も
格
の
高
い
仙
人
で
す
。

　

お
囃
子
は
、
神
田
五
段
囃

子
小
瀧
流
城
山
鳴
物
会
が
務

め
ま
す
。　

お　

お　
　
　

く　
　
　

ぼ　
　
　

ち
ょ
う

由
緒
あ
る
彫
刻
を
有
す
る
誇
り

　
江
戸
時
代
当
時
、
武
士
の
住

む
町
で
あ
り
、
町
人
の
祭
り
に

は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
大
手

が
、
現
在
の
屋
台
を
完
成
さ
せ

た
の
は
２
０
０
７（
平
成
１９
）年

の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
中
央
で
に
ら
み
を
利
か
せ
る

人
物
は
、
中
国
の
小
説『
水
滸

伝
』に
登
場
す
る
道
士
・
公
孫

勝
で
す
。

　
彼
は
別
名
・
入
雲
竜
と
も
呼

ば
れ
、
下
に
龍
を
従
え
ま
す
。

　
お
囃
子
は
、
旧
黒
羽
町
中
野

内
若
連
囃
子
方
松
葉
流
五
段
囃

子
を
師
と
す
る
、龍
西
松
葉
流

大
手
囃
子
保
存
會「
囃
龍
會
」が

担
い
ま
す
。

武
家
町
が
望
ん
だ
新
造
屋
台

お　

お　
　
　
　

て

　
上
町
の
屋
台
の
歴
史
は
古
く
、

１
８
４
９（
嘉
永
２
）年
の
作
で
す
。

　
屋
台
の
特
徴
と
も
い
え
る
前

鬼
板
に
彫
ら
れ
た
龍
は
頭
部
の

取
り
外
し
が
可
能
で
、
鹿
沼
に

も
同
じ
造
り
の
も
の
が
２
台
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
龍
と
、高
欄（
屋
台
の

左
右
の
手
す
り
の
よ
う
な
部
分
）

の
下
に
彫
ら
れ
た
獅
子
を
よ
く

見
る
と
、
口
な
ど
の
一
部
だ
け

赤
く
塗
ら
れ
、
ガ
ラ
ス
で
で
き

た
瞳
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
上
町
の
屋
台
は
お
囃
子
を
松

葉
流
上
町
お
囃
子
保
存
会
が
担

い
、
毎
年
国
際
医
療
福
祉
大
学

か
ら
も
多
く
の
学
生
を
招
い
て

い
ま
す
。

か　

み　
　
　

ち
ょ
う

百
余
年
以
上
の
歴
史
を
刻
む

　
榮
町
の
初
代
屋
台
は
、
１
９

４
７（
昭
和
２２
）年
に
町
内
有
志

と
大
工
５
名
に
よ
っ
て
造
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
屋
台
２
０
１
１（
平

成
２３
）年
に
建
造
さ
れ
、
本
体
・

彫
刻
は
青
森
県
む
つ
市
、
御
所

車
は
鹿
沼
市
で
建
造
さ
れ
た
合

作
で
す
。
正
面
の
飾
り
戸
に
は

風
神
・
雷
神
が
彫
ら
れ
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
飛
龍
、
鶴
、

亀
、
獅
子
な
ど
の
彫
刻
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
お
囃
子
は
榮
町
お
囃
子
連
に

よ
る
神
田
五
段
囃
子
郭
内
水
神

流
が
奏
で
ま
す
。

さ
か
え　
　
　

ち
ょ
う

均
衡
の
と
れ
た
繊
細
な
彫
刻

　
志
も
町
の
初
代
屋
台
は
、
記

録
に
よ
る
と
１
８
１
８（
文
政

元
）年
に
建
造
さ
れ
た
と
言
わ

れ
ま
す
。

　
前
鬼
板
に
は
一
本
作
り
の
見

事
な
龍
が
据
え
ら
れ
、
そ
の
下

の
前
懸
魚
に
は
亀
の
木
彫
り
を

配
し
、
波
模
様
の
中
を
進
む
姿

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
花
鳥
と

牡
丹
が
あ
し
ら
わ
れ
た
飾
り
戸

を
広
げ
て
進
む
様
は
圧
巻
で

す
。（
下
町
屋
台
で
は
昔
な
が
ら

の「
志
も
町
」と
い
う
名
前
が
使

わ
れ
ま
す
。）

　
お
囃
子
は
、
江
戸
神
田
囃
子

の
流
れ
を
く
む
神
田
五
段
囃
子

松
葉
流
堀
之
内
囃
子
会
で
す
。

し　
　
　

も　
　
　

ち
ょ
う

勇
ま
し
く
も
雅
な
木
彫
り
の
冴
え

　
寺
町
の
初
代
屋
台
の
製
作
年

代
は
不
詳
で
す
が
、
茨
城
県
常

陸
大
宮
市
鷲
子
地
区
に
保
存
さ

れ
る
屋
台
が
初
代
屋
台
と
い
わ

れ
ま
す
。

　
色
鮮
や
か
な
朱
塗
り
が
施
さ

れ
た
屋
台
は
、
県
内
で
こ
の
屋

台
が
唯
一
。
現
在
の
屋
台
彫
刻

に
は
、
１
９
５
８（
昭
和
３３
）年

の
台
風
で
倒
伏
し
た
光
真
寺
門

前
の
大
銀
杏
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
寺
町
の
屋
台
の
方
向

転
換
は
手
回
し
式
キ
リ
ン
を
用

い
ま
す
。

　
お
囃
子
は
１
０
０
年
以
上
続

く
平
林
お
囃
子
連
保
存
会
で

す
。

て　

ら　
　
　

ま　

ち

可
憐
な
手
古
舞
、
美
し
い
朱
塗
り

　
江
戸
時
代
末
期
に
製
作
さ
れ

た
仲
町
の
初
代
屋
台
は
戊
辰
戦

争
の
際
に
焼
失
し
、
１
９
１
９

（
大
正
８
）年
、
現
在
の
屋
台

が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
鬼
板
に
玉
取
龍
、
前
懸
魚

に
は
波
千
鳥
の
彫
刻
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
牡
丹

・
菊
水
の
彫
刻
、
他
の
町
内
よ

り
も
大
き
く
造
ら
れ
た
脇
障
子

（
屋
台
後
方
の
扉
）に
彫
ら
れ

た
鯉
の
滝
登
り
な
ど
が
特
徴
で

す
。
　

お
囃
子
は
、
１
９
６
８（
昭

和
４３
）年
に
仲
町
独
自
に
発
足

し
た
廓
内
南
流
仲
町
粋
鼓
会
が

奏
で
ま
す
。

な　

か　
　
　

ま　

ち

伝
統
屋
台
が
奏
で
る
新
し
い
音

　
元
町
屋
台
の
製
作
時
期
は
江

戸
時
代
と
い
わ
れ
て
お
り
、
１

９
８
２（
昭
和
５７
）年
に
益
子
町

の
関
口
氏
か
ら
譲
り
受
け
た
も

の
で
す
。

　
前
鬼
板
に
は
牡
丹
と
獅
子
が

彫
ら
れ
、
前
懸
魚
に
は
龍
が
い

ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
龍
の
奥
、
前
方

の
欄
間
に
は
鯉
が
お
り
、
立
身

出
世
を
意
味
す
る
中
国
の
故
事

「
鯉
の
滝
登
り
」を
表
現
し
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
お
囃
子
は
壇
山
松
葉
流
中
野

内
囃
子
保
存
会
、
大
和
流
鷲
子

囃
子
保
存
会
の
２
流
派
が
演
奏

を
し
ま
す
。

も　

と　
　
　

ま　

ち

昇
り
龍
、
威
風
堂
々


